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研究の名称 当院における熱傷患者の臨床的特徴および診療実態に関する後ろ向き観察研究 

研究代表機関 富山大学附属病院 

研究責任者 

(所属・職名および氏

名) 

富山大学学術研究部医学系・皮膚科学 助教・松井悠 

 

①試料・情報の利用目

的及び利用方法（他の

機関へ提供される場合

はその方法を含む。） 

この研究は富山大学臨床・疫学研究等に関する倫理審査委員会の承認および研究機

関の長の許可を受けて実施しています。 

 

【研究の目的・方法】 

熱傷は、火炎、高温液体、高温物体、化学物質、電撃などさまざまな原因により生じ

る外傷です。熱傷の重症度は軽症から入院、手術、集中治療を要する重症例まで幅広

く、創が治るまでに長期間を要することがあります。また、疼痛、感染、瘢痕、拘

縮、整容的な後遺症、日常生活動作の低下などにより、受傷後の生活に影響を及ぼす

ことがあります。 

特に高齢の患者さんでは、認知機能の低下、脳血管疾患、心疾患、糖尿病、運動機能

の低下、独居または高齢者のみの世帯などの背景により、受傷の危険性や受傷後の回

復過程が若年者と異なる可能性があります。また、浴室・浴槽内での熱傷では、高温

のお湯への接触、温痛覚の低下、意識消失、浴槽からの脱出困難、長時間の接触など

が関与することがあり、比較的小範囲の熱傷であっても入院や長期の処置を要する場

合があります。 

本研究では、2014 年 1 月以降に富山大学附属病院を受診し、熱傷と診断された患者さ

んを対象として、通常診療で得られた電子診療録上の情報を後ろ向きに解析します。

この研究により、当院における熱傷患者さんの年次推移、受傷原因、外来・入院管理

の頻度、治療内容、臨床経過および転帰を明らかにすることを目的とします。さら

に、高齢者の熱傷、特に浴室・浴槽内での熱傷について、患者背景、受傷環境、熱傷

部位、重症度、日常生活動作の変化および転帰を解析し、今後の熱傷予防や診療体制

の改善に役立つ知見を得ることを目的とします。 

本研究のために、新たな検査、治療、試料採取は行いません。通常診療で得られた電

子診療録上の情報を使用します。使用する情報は、他の情報と照合しなければ個人を

識別できないように加工したうえで解析します。 

 

【研究期間】 

実施許可日 ～ 2029 年 12月 31 日 

 

【研究対象者】 

2014 年 1 月から研究実施許可日までに、富山大学附属病院を受診し、熱傷と診断され

た患者さんを対象とします。年齢、性別、外来・入院の別は問いません。熱傷には、

火炎熱傷、高温液体熱傷、接触熱傷、化学熱傷、電撃傷、爆発による熱傷、煙・高温

気体吸入を伴う熱傷、原因不明またはその他の熱傷を含みます。 

【研究資金、利益相反の状況】 

開示すべき利益相反はありません。 

 

【個人情報の取扱い】 

情報を取得した後は、氏名、診療録 ID 等の個人の識別が可能な記述は用いず、個人と

は無関係な研究用識別番号を付すことで他の情報と照合しなければ個人を識別できな

いように加工します。加工した情報はネットワークとの接続がなく、かつパスワード
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ロックによりアクセス権限が制限された皮膚科内の PC で管理します。本研究では研究

用識別番号と診療録 ID との対照表を作成し、ネットワークとの接続がなく、かつパス

ワードロックによりアクセス権限が制限された皮膚科内の別の PC で保管します。本研

究に関する情報等は研究成果の最終公表後 10 年間保管し、紙媒体の裁断または電子フ

ァイルの消去により復元不可能な形で廃棄します。 

 

【研究結果の公表の方法】  

学会発表、講演会、論文掲載等 

 

【試料・情報の他機関への提供有無】 

無 

 

【外国にある者への提供について】 

該当なし 

②利用又は提供する試

料・情報の項目 

【試料・情報の項目】 

試料：本研究のために新たな試料取得は行いません。また、保存検体を用いた新たな

解析は行いません。 

情報：通常診療で得られた電子診療録上の情報を取得します。具体的には、年齢、性

別、受診日、受傷日、受診経路、外来または入院の別、入院期間、熱傷原因、受傷場

所、受傷状況、原因物品、浴室・浴槽内受傷の有無、併存疾患、内服薬、BMI、生活背

景、家族構成、介護度、移動能力、受傷前後の日常生活動作、Barthel Index、熱傷面

積、熱傷深度、熱傷部位、気道熱傷の有無、検査所見、細菌培養結果、創感染の有

無、治療内容、外用処置、デブリードマン、植皮術、手術回数、抗菌薬使用、疼痛管

理、リハビリテーション、退院先、再入院、再手術、死亡、合併症等を取得します。 

③利用又は提供を開始

する予定日 

【利用又は提供を開始する予定日】 

研究実施許可日  

④試料・情報の提供を

行う機関の名称及びそ

の長の氏名 

富山大学附属病院長 山本善裕 

 

 

⑤提供する試料・情報

の取得の方法 

本研究のために、新たな試料取得、検査、測定、治療は行いません。通常診療で得ら

れた電子診療録上の情報を取得します。血液検査、画像検査、細菌培養検査、創部所

見、処置記録、手術記録、リハビリテーション記録、入院診療録、退院時記録等につ

いては、通常診療で実施または記録された内容を診療録情報として取得します。 

⑥利用する者の範囲 
富山大学学術研究部医学系・皮膚科学 助教・松井悠 

⑦試料・情報の管理に

ついて責任を有する者

の氏名又は名称 

富山大学附属病院長 山本善裕 

 

 

⑧研究対象者等の求め

に応じて、研究対象者

が識別される試料・情

報の利用又は他の研究

機関への提供を停止す

る旨 

研究対象者に関する試料・情報を当該研究に用いること（他の研究機関への提供も含

む。）に対して、拒否をご希望される場合や研究資料（研究計画書及び研究の方法に関

する資料）を他の研究対象者等の個人情報及び知的財産権の保護等に支障がない範囲

で入手・閲覧を希望される場合は、以下の窓口へご連絡ください。 

 

電話番号：076-434-7305 

FAX：076-434-5028 

E-mail：dermatol@med.u-toyama.ac.jp 

担当者所属・氏名：富山大学学術研究部医学系皮膚科学・助教 松井悠 

 


